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Abstract（英語）

この要旨のフォントには8.5ptのTimesまたはTimes New Romanを使ってください．このテンプレートは本文を日本語で記述するためのものです．英語で本文を記述する場合には，JACoWの書式に従ってください．このテンプレートは，原稿の分量をご確認いただくために提供しているものです．原稿の分量確認の目安としてお使いください．実際の印刷に際しては，お送りいただいた原稿のデータを，印刷会社の組版ソフトに流して整形します．会議報告の場合はアブストラクトは必ずしも必要ありません．
１．はじめに
論文は，英語か日本語で記述していただきます．英語の場合には，加速器の分野で最近国際的に採用されているJACoWの書式に従って記述していただきます．JACoW形式のテンプレートは
http://accelconf.web.cern.ch/AccelConf/
からダウンドードできます．以下の説明はすべて日本語で記述する場合のものです．
日本語で記述する場合にも，JACoWの書式を日本語化したもの1)に準じていますが，JACoWとは若干書式が異なります．以下，説明文書を熟読の上，フォーマットがそろうようにお願い致します．概ねこのテンプレートにご自分の文書を挿入していくだけで，指定の書式で投稿することができるようになります．
２．用紙および原稿の配置
用紙の大きさはA4版(210mm×297mm) を用いてください．本文は2段組（２カラム）とし，各ページの段の幅は，84mm，段間は7mmとなります．本文周囲の余白は，上方：37mm，下方：19mm，左右：17.5mmとしてください．

テンプレートを使う事で，これらの諸設定を気にせずに本文を書くことが可能です．テンプレートにテキストで書き込んでいくと自動的に指定の書式になります．
３．原稿の書き方
3.1 題目など

論文題名は，太字の16ptでMS明朝(または平成明朝)を用いて記入してください．論文題名のあとに空白行を一行入れ，著者名，英文タイトル，英文著者名の順に記入してください．また，代表者のE-mailアドレスを記載する場合は，例のように脚注に記入してください．脚注も例としてテンプレートに入っていますので，これに倣ってください．
3.2 本文
Abstractから１行を空けて，本文を２段組で記述します．本文は，11ptのMS明朝（または平成明朝）を使用してください．必要に応じて，ＭＳゴシック（または平成角ゴシック）を適宜使用してください．ただし英数字はTimesまたはTimes New Romanを使ってください．
3.3  章の見出し
各章の見出しには必ず番号を付けてください．フォントサイズは12ptでＭＳゴシック（または平成角ゴシック）をお使いください．太字にはしないでください．
3.4  小見出し
小見出しには通し番号を振ってください．フォントサイズは11ptのＭＳ明朝（または平成明朝）をお使いください．太字にはしないでください．
3.5  文献の引用
文献は，通し番号とし，上付きのまる括弧を使用してください1)．既に電子出版されている文献については，URLを併記してください2)． 

3.8  URLの参照
関連する説明等に関して，必要によっては，URLを記述する事もお勧めします．その場合は，引用するページの脚注にURLを記述してください†
．
3.9  図表の挿入
図表は，例に倣ってください．シングルサイズ，ダブルサイズカラムの図例を載せています．ただし図はいったんJPEG，あるいはTIFF形式でファイル化して文中に挿入する事をおすすめします．式も同様にして挿入してください．ただしMS-WORDのEquationEditorを使うことは問題ありません．
なお，カラーの図，表も受け付けます．カラー印刷につきましてはカラーページ1ページにつき3万円のカラー代金を申し受けます．
図表のキャプションは日本語でご記入ください．10ptのＭＳ明朝または平成明朝（日本語），及びTimesまたはTimes New Roman（英数字）を用いセンタリングしてください．
4．テンプレートの利用
テンプレートは，既に所定のフォントとフォントサイズで記述されていますので，必要な場所にご自分の論文テキストをペーストするだけで，完成します．但しMS-Word等から直接カットアンドペーストするとそのフォントとフォントサイズがテンプレートの書式を無視して貼り付けられてしまいます．必ずテキストにしてから貼り付けるか，貼り付けの際に形式を選択し「テキスト」を貼り付けるようにしてください．そうする事でテンプレートの指定が有効になります．
「スタイル」に書式などが定義してありますので，これをお使いになることも出来ます．
基本的にはMS WORD (Windows　or　Mac)を用いて原稿の作成をお願いします．バージョンについては，Windows95以降で，且つ，MS-Word97以降でお願いします．その他，問題がある場合，あるいは質問等はご遠慮なく加速器学会事務局（gakkai@kasokuki.com）にお尋ねください．
参考文献

参考文献については，下記のように参考文献番号を表示してください．参考文献は，9ptのMS明朝（英文の場合はTimesまたはTimes New Roman）で記載してください．
1) H.Kobayashi, et al., “リニアック技術研究会論文投稿要領Proceedings of the 26th Linear Accelerator Meeting in Japan, Tsukuba, Aug. 1-3, 2001

2) 山崎鉄夫. “Preparations of Papers for the Linear Accelerator Meeting in Japan”, Proceedings of the 27th Linear Accelerator Meeting in Japan,, URL: http://lam27. iae.kyoto-u.ac.jp.
※著者の皆様へお願い

最終ページの余白が少なくなるよう，文章量の調整をお願いします．
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図１：原稿の配置








†� http://www.cern.ch/accelconf/templates.html





